
 

 

令和 4 年 11 月 26 日発行 

 

予防課実務研修は予防技術資格者を認定にするために予防技術者資格者章を貸与する対象者に対し

て、予防関連の法令および実務等の講義や現場を経験し、査察業務や予防業務に対する意識改革を図ら

せ、自立した査察員の育成を目的としています。 

詳細は本号の「消防の仕事」に掲載しています。 
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令和 5 年 3 月 31 日発行 

職員には周知はせず、ブラインドにて非番招集訓練を実施しました。当消防本部では消防計画で震度 5 弱

以上の場合は自主参集となっています。予定のある職員以外は１時間以内に各所属へ登庁することがで

きています。 

 
 
 

指令課 

 

東部出張所 

 

富士吉田署 

 

河口湖署 

 



 

 

河口湖ショッピングセンターBELL に 3 月 1 日から 7日まで防火ポスター入賞作品を展示しました。 

春の火災予防運動中に富士五湖地域のホテル等へ 17 件の特別査察を実施しました。 

 

当消防本部では、消防職員の中から特別救助隊員の資格試験を実施しています。今年は、8 人の職員が試験

を受けました。学科試験、体力試験、実科試験の総合得点により選別されます。 

筆記試験 

 

体力試験 

 

開会式 

 

想定訓練 

 



 

 

 

春の火災予防運動期間中に上九一色分遣所の駐車場において富士吉田警察署と合同で、移動タンク貯蔵所

の検査を実施しました。 

救急救命士の国家試験を受けるためには、大学や専門学校で専門的知識を有した者、又は、消防職員から救

急救命士になりたい場合は、救急救命研修所にて 6か月間の研修を修了しないと受験資格が得られません。 

令和 6年度に救急救命研修所へ派遣するための候補者学力試験がこの日、実施されました。 

 

防火ポスターコンクールで最優秀賞者に選ばれました 2名に一日消防署長をしていただきました。 

詳細は本号の「消防の仕事」に掲載しています。 

 



春の火災予防運動期間中に河口湖ショッピングセンターBELL で住宅火災警報器普及活動を富士五湖幼年

少年婦人防火委員会の皆様とともに実施しました。 

 

昨年の 5月から始まりました救急・指令業務英会話講習の成果発表会を行いました。現場で活かせる英会話

を身につけるために約１年かけて勉強し、その成果を富士吉田市役所の企画部長、次長、市民協働推進課長

をお招きして発表しました。また、約 1年間お世話になった講師 2名に感謝の花束を贈りました。 

企画部長からの講評 

 

消防長からの講評 

 

お礼の花束贈呈 

 

記念撮影 

 

訓練の様子 

 

訓練の様子 

 

訓練の様子 

 



シンガーソングライターの伸太郎さんと CATV 富士五湖アナウンサーが、まちの話題「伸太郎やらせていただ

きます」の撮影で来庁し、消防士の訓練を体験していただきました。放映日は 4月下旬の予定です。是非ご覧

ください。 

 

当消防本部が認定するドローン操縦士認定試験を実施しました。富士五湖消防本部無人航空機運用計画を定

め、災害現場におけるドローンの操縦者は、ドローンの講習を受けた者の中から消防長が認めた消防職員と

しています。この日は講習を受けた 5名が学科試験と実技試験を行いました。 

 

2 ヵ月に 1度の普通救命講習会Ⅰ（成人：3時間講習）を実施しました。救命講習のお問い合わせは 

消防本部救急課：0555-22-4430 までお願いします。 

 



社会復帰率のさらなる向上のために地域消防機関に対して HP-CPR（ハイパフォーマンス CPR：地域の蘇生率

を高める心肺蘇生法）のプログラムを開発・研究している国士舘大学の講習会を実施しました。当消防本部

の救急救命士が 2日間で 31 名受講しています。 

HP-CPR は救急現場で可能な限り理想に近いチーム CPR を行う概念で、傷病者の接触から病院到着まで、で

きるだけ継続した胸骨圧迫を目標にしています。 

国士舘大学で行う講習は、日本国内において富士五湖消防本部で開催するのが初となり、今後は調査・研究

に協力をしていきます。富士五湖地域の蘇生率を上げるためにこれからも努力していきます。 

この度、富士吉田消防署のはしご車が南関東防衛局の補助を受け、27 年ぶりに更新配備されました。 

地上 35ｍまで伸長可能で、コンピューター制御が進み、近代的かつ最新鋭の装備を有し、先端屈折式となっ

ているため要救助者救出へのアプローチが直近まで行くことができます。 

また、河口湖消防署の救急車が総務省緊急消防援助隊の補助を受け、更新配備されました。高規格救急車と

して、救急救命士が十分活躍できる処置が可能な資機材が搭載されています。尊い人命を守るため、有効に

活用していきます。これら最新鋭の車両に対する配車式を執り行いました。 



「消防署の仕事って？」第８弾です。富士五湖消防本部の肩章・胸章・シンボルカラーの由来、一日消防署長

の様子、予防課実務研修についてご紹介したいと思います。 

 

 

 
 

１．肩章の由来（特別救助隊・救急救命士・水難救助隊・山岳救助隊） 

富士五湖消防本部の名前の由来である富士山と五湖を基本に、上部に象徴である富士山を配した。各

隊肩章にある５つの星は「団結力・指揮統制・主体性・協調性・プライド」を表した（特別救助隊は固

有に「勇気・団結・協調・安心・安全」を表している）。また、国際観光都市として外国人の来訪者な

どにも分かるよう「特別救助隊は稲妻・救急救命士は生命の星・水難救助隊は救命浮環・山岳救助隊は

ピッケル」のマークを隊別に配し、FUJIGOKO と表記している。 

 

 

 

 

 

２．胸章の由来（予防資格者章） 

   開かれた法令集を逆さまにし、富士五湖地域の象徴である富士山が五湖に映る「逆さ富士」を表現

しており、予防職員として様々な方向性から物事が見られ、火災危険、人命危険が的確に判断できる

ようにという願いを込め、また、翼もイメージできるため、富士五湖消防の予防をリードできる存在

になってくれることを願っている。 

 

 

 

３．シンボルカラーの由来 

   白は信頼感、清潔感、威厳を表す色であり、職員同士を信頼し合い、常に清潔感と威厳を保ち、職務

を遂行しなければならい。まさに消防を象徴したカラーであり、富士山の雪化粧をもイメージできる。 

黄緑は、富士五湖地域の自然豊かな森林をイメージでき、落ち着き、バランス、安全を連想させる色で

ある。消防は常に沈着冷静に行動し、実災害と訓練をバランスよく遂行し、安全に細心の注意を払う消 

防士にとって重要なカラーである。 

明るい青は風光明媚な富士山と富士五湖を表す代表的な色であり、明るい青から連想されるものは

水で、我々消防士が炎と戦うための必要なものである。また明るい青は、冷静、沈着、強さが表され、

消防士にとって必要不可欠なカラーである。 

これら３つ色を富士五湖消防本部のシンボルカラーとし、職員が誇りと情熱を持ち、職員が団結し職

務に精励する。 

 

 

 

 

我々、富士五湖消防本部の消防士は「情熱・信頼・威厳・沈着冷静・奉仕の精神」を胸に地域住民の

生命・身体・財産を守るという使命のもと、職務に邁進します。 



辞令交付式 

 

119番通報に対する対応の体験 

 

消防訓練の査閲 

署長点検 

 

庁舎視察 

 

河口湖ショッピングセンターBELL 

防火ポスター展の視察 

はしご車試乗 

全国では 3月 1日から 7日まで「春の火災予防」が展開されています。火災が発生しやすい時季を迎え、火災

の発生を防止することを目的として、令和 4年度より、防火ポスターコンクールにおいて最優秀賞者となりまし

た児童、生徒に一日消防署長を任命し、地域住民皆様の火災予防の思想を、より一層の普及を図りたいと考え一

日消防署長をお願いすることとなりました。初代一日消防署長の一日の様子をご覧ください。 

一日消防署長として職員に指揮していただきながら、色々なスケジジュールを体験していただきました。ご本

人たちやご家族にも楽しんでいただき、私どもとしても開催してよかったと実感しています。これからも継続し

て開催していきますので。小中学生の皆さん、防火ポスターコンクールで最優秀賞目指して頑張ってくださいね。 



講義風景 

 

防火対象物の査察 

 

予防課実務研修は予防技術資格者を認定にするために予防技術者資格者章を貸与する対象者に対して、予防関

連の法令および実務等の講義や現場を経験し、査察業務や予防業務に対する意識改革を図らせ、自立した査察員

の育成を目的としています。 

 

防火対象物の査察 

 

シミュレーション訓練 

 

シミュレーション訓練 

 

シミュレーション訓練 

 

TOPICS 消防 FUJIGOKO の第 3 号でもご紹介していますが、総務省消防庁が定める予防技術者の資格を有する

者に「銀」、同資格者を有し豊富な実務経験を有する者に「金」の記章を配布しています。 

 

予防技術資格者章「金」 予防技術資格者章「銀」 

研修時間は 40 時間で、研修内容は主に法解釈、査察、接遇、違反処理、消防用設備等、危険物規則などで、

最終的に効果測定を実施しています。住民皆様の安全を守るため日々努力しています。 

 





 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口頭指導は、危機的状況に陥った傷病者のそばに居合わせた人から情報を聴取し、状況に

適した応急手当を指示して実行してもらうことにより救命効果の向上を図るために実施し

ています。 

突然の状況で大変かと思いますが、指令センター職員へのご協力をお願いいたします。 



富士五湖消防本部では、１分１秒を争う住民の命を

守るために「富士五湖まちかど救急ステーション」

標章制度を運用し、コンビニや一般企業などの施設

のご協力のもと普及をしています。 

住民のためにＡＥＤによって救命できる体制への

ご支援、ご協力をお願いいたします。 

 

詳しい内容は、富士五湖消防本部 救急課 

（0555-22-4430）までご連絡ください。 

緊急時には、富士五湖消防本部ホームページまたは

ＣＡＴＶ富士五湖データ放送 救急医療情報の富士

五湖まちかど救急ステーションQRコードを活用して

MAP をご覧ください。 大事な命を守る！ 

救急ステーション MAP QR コード 

平成 23 年から「住宅用火災警報器」の設置が義務付けられてい

ます。富士五湖地域の設置(率)状況は 78％(令和 3 年度)です。 

住宅火災による死者は、年間約 1,000 人にも上り、そのほとん

どが逃げ遅れによるものです。 

安全な生活を送るために、住宅用火災警報器を設置しましょう。 

 

【住宅用警報器を設置されている皆様にお願い】 

 定期的な点検をお願いするとともに、設置から 10 年経過してい

ましたら交換をお願いいたします。 

 

 ※住宅用火災警報器の詳しい内容は、富士五湖消防本部ホーム

ページもしくは下記 QR コードからご覧ください。 

住宅用火災警報器の詳細 QR コード 



軽い症状でも救急車の利用する人が増えています。 

 

当消防本部の救急車は 6台です。近く消防署から救急車

が出場している場合は、遠くからの救急車が出場すること

となります。 

 

事故による大けがの人や、心筋梗塞や脳卒中などで緊急

に病院へ搬送しなければならない場合に遅れてしまいま

す。 

 

 皆様のご協力をお願いいたします！ 

 



 

救急隊は現場を出発するまでに、救急車を要請した状況や症状の確認、傷病者の観察・処置をした内容を

病院へ連絡をしています。また、症状や観察の結果、病歴、掛かり付け病院、出動場所の位置などを考慮し

て搬送先病院を選定します。病院への連絡は、救急隊だけでなく消防本部の指令センターと協力しながら行

っています。  

 

病院でもすべての症状に対応出来るわけではありません。救急隊は、病院の受入れ情報をもとに近隣の受

入れ先を探しますが、特に夜間、休日などは救急診療に限られるため、病院がひっ迫している状況など

により、病院への依頼回数が多くなることで、現場への滞在時間が長引くことがあります。ま

た、医師の判断によっては救急車ではなく、家族等により自家用車で来るよう指示がある場合

があります。 

限られた医療資源を守るためにも救急医療の適正利用にご協力をお願いします 

 





  

 

閲覧していただくとともに、 

フォロー・登録等を 

よろしくお願いいたします。 

 こちらもご覧ください。 



 火災     ７件 

 救急 １，２８６件 

 救助    ２５件 

 火災    ２７件 

 救急 ５，２８４件 

 救助   １０２件 

第１０号は３月の行事、当消防本部の「お願い」と「お知らせ」をメインとして編集し、「消防署の仕事って？」の第

８弾として、富士五湖消防本部の肩章・胸章・シンボルカラーの由来と一日消防署長の様子のご紹介をしました。 

TOPICS 消防 FUJIGOKO を掲載してから１年が経過しようとしています。多くの住民の皆様に閲覧していただき本当に

感謝申し上げます。勝手ではございますが次号より２ヵ月に１回の掲出とさせていただきます。 

今後も末永く閲覧していただけるよう努力して参りますので、ご一読いただきますようお願いいたします。 

                                               広報室長 


